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5.ヒ ノキ林分におけ る直径の正規分布について

木 梨 謙 吉 ・石 津 一 実

.諸 言

ポ

九州 大学粕屋演習林 に齢け るヒノキ人 工林は面積156,56ha.蓄 積19,944.5㎡ 、 令

級は幼令林か ら65年 にわた りM平 均蓄積ha当 喋46.26㎡ で ある。年 間生長量 は7%～2

%程 度 で.現 在の ところ主 伐をさしひかえ.間 伐事業を主 と して行 っている。そ の中で.間 伐

方法 を研究す る欝的 で調査 を行 って きた。

第15林 班へ小班 ヒノキ人工林(49年 生)の4部 は昭和27年 測樹 学実習に知いて.毎 木

調 査を翼施 し、そ の直後、直径分布が 正規 分布 になるように本数の約50%を 間 伐 してい る。

それ から20年 後の昭和47年9月 その地区 を毎木調査 し、本数 分布の状態を しらべ、さ らに

本数 の約50%を 間 伐 して.再 び本数 分布が正規 分布になる ように計画中で ある。 最初O直 径

分布か らその 分布形の 推移 を調べることによって、ヒノキ人工林の 時間的 な直径階 の推移を知 り.

今 後の間伐保育の参考 資料 とす る目 的で この報告 をまとめた。

2.20年 前 の 状 況

(4}閥 伐 前

20年 前の間 伐前の直径分布は表 一1に 示す と診 りで、 この と遂の平均直径は14c7n.直

径 範囲は2eZR～28anで あ った。 累計本数百 分率 を正規確率 紙にプzaッ トする と正規 分布 し

ている(図 一1)。 す なわ ち本林 分は間 伐前か らすでにその直 径分布は正規 分布 して いると

云える礎 これはわ りにめず らしい 事で.現 実にあ らわれる林分の薩径 分布は.一 般 に非対称

的 といわれ.正 規分布 とは必 らず しも一致 しないのが普通で ある。

{切間伐 後

この林分を約50%間 伐 して、間伐 された林 の直径 分布が 正規 分布す る ように計算 し、そ

の計算に もとずいて実際の間伐を行 った結果そ の直径分布は 同 じく表 一 薩に示す と論 りであ

る。 実際の間 伐は26%で あ って、 これ を正規 確率紙にプロ ットす ると、間伐 前と同様正規

分布 している(図 一2)。 平 均直径はt4cmで 直 径範囲は2磯 ～28cntで あ る。

※標高約 ろ79m.年 平 均気温 蓬6℃ 、年降水量a,9oo纏 、 方位W、 傾斜 緩 ～中.土 性 礫

壌土 、湿度 適、 ヒノキ.ス ギの適地で生長率は約5.4%



表 一 曙1952年 直 径別本数表



正 規 確 率 紙

図 一11952年 間 伐前



正 規 確 率 紙

図 一21952年 間 伐 後



5.現 在 の 状 況

{6}間 伐 前

今回、20年 前間伐 した地域内で横150m.縦70mの 長 方形の面積を とって毎木調査

を行 った結果は第2表 のとお りで ある。 その結果に よる とヒノキ1,189本 、 スギ84本 、

表 一21972年 直 径別 本数表

計1,275本.蓄 積440㎡ で あった。 平均直径22.610m.標 準偏量Z62cmで 直 径範囲

は8caか ら4fic771こ の 直径 分布は正規確塞紙 に齢 とす と、正規 分布では あるが2a年 前の状

態 より正規 の あては ま り度合が悪い(図 一5)。 これ は20年 の 間に中級木の生長が 良好 で

中央の七直径階の本数増加が顕薯なため.正 規性か ら少 しはず れた もの と思われる。 その状

態は図 一4に 示す と訟 りで ある。



正 規 確 率 紙

図 一31972年 間 伐前
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回 現在時点 で正規 分布させた場 合

次期間伐にお いて.再 び正規分布になる様 に理 論的に計算 し(表 一5.表 一4)、 本数の

約50%の 間 伐を実行 し(表 一2)、 今 後の生長 とその直径分布の推移の状態 を調べる こと

に している。

表一5人 工林の直径分布計算表

〔計 算〕 算術平均 標準偏差



表 一4人 工林の理論 分布の計算(a=5.24)

4,考 察

こうして間伐 と生長 との関係を研究 して きたが.こ の よ うな間伐 において は、間伐すぺ き直

径の木の本数 を あらか じめ計算 してお さえてお き、実際の間伐 にあた っては 、その間伐 木の 前

後左右 を十分にみ て、光の状態な ど隣接 木 との関係 をよ く検討 して選木す る必要が あ り、単に

計算だけに よってすむ ものではない。 第4図 をみ ると直径 分布の推移がお よそわか るが 」952

年 では表 一1の とお りであるが、1972年 で は表一1の 本数 を表 一2の 直径階比率 になお し

た ものである。そ れは1972年 の調査 は1952年 の調査地域の うちの一部 につい て行 った



ためである。

今後、前記5の(司 に述ぺたと診 りの間伐を実施し.一 定期間後に調査し、正規分布からのは

なれ度合などについて検討す ることにより.間 伐.林 分生長などの資料 とする。
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